
【令和４年産米等の作付意向（３年産実績との比較、令和４年４月末時点）】

注１：令和４年産の意向（増加傾向、前年並み傾向、減少傾向）は、３年産実績との比較。
２：比較している主食用米の３年産実績は、令和３年11月統計部公表の主食用作付面積。
３：加工用米、飼料用米、WCS用稲、米粉用米、新市場開拓用米の３年産実績は、取組計画認定面積。
４：麦・大豆の３年産実績は、地方農政局等が都道府県再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。
５：備蓄米の３年産実績は、地域農業再生協議会が把握した面積。
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下段［ ］は1月末時点の作付意向
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• ３年産実績との比較による各都道府県の主食用米の作付意向は、４月末時点では、減少傾向37県、前年並み10県、
増加傾向０県。1月末時点と比べて、前年より減少傾向とした県が22県から37県へ増加。

• 減少傾向とした37県のうち、「１～３％程度減少傾向」は30県、「３～５％程度減少傾向」は４県、「５％超の減
少傾向」は３県。

• ４月末時点で各県の作付意向を基に全国の主食用米の作付面積を試算すると、約3.5万haの減少見込みであり、作
付転換が必要な3.9万haに向けて、引き続き、作付転換の推進が必要。

• 戦略作物については、全ての品目において「前年より増加傾向」としている県の数が最も多くなっているが、品目
別にみると、飼料用米42県、ＷＣＳ用稲33県、大豆30県、麦27県、新市場開拓用米（輸出用米等）26県。
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